
 

 別紙１  

 

特定商取引に関する法律第８条第１項に基づく業務の一部停止命令及び 

第７条第１項に基づく指示並びに第８条の２第１項に基づく業務禁止命令 

 

１ 事業者の概要 

事 業 者 名  ●●●●（法人番号●●●●）（以下「当該事業者」という。） 

代 表 者 等  代表取締役 ●●●● 

       取 締 役 ●●●● 

本店所在地  ●●●● 

設 立  平成●年●月●日 

資 本 金  ●●●万円 

業 務 内 容  「●●●●」と称するバイナリーオプションに係る学習用プログラミングツール

が内蔵されたＵＳＢ及び「●●●●」と称する当該ツールを稼働させるためのＵ

ＳＢ（以下「本件商品」という。）の売買契約（以下「本件売買契約」という。） 

売 上 高  ７億 2226 万 5000 円（平成 30 年●月～平成 31 年●月）（事業者報告による。） 

業務委託契約者※  795 名（事業者報告による。） 

  ※当該事業者と本件売買契約をした後、本件商品の販売に関する業務委託契約を結んだ者 

  

２ 上記事業者に関する都内の相談の概要（令和２年３月●日現在） 

平均年齢 平均契約額 
相 談 件 数 

29 年度 30 年度 元年度 合計 

約 21.1 歳 

（20～28 歳） 

約 53.6 万円 

（最大 60 万円） 
２件 99 件 129 件 230 件 

参考：全国 29 年度２件、30 年度 178 件、元年度 243 件、合計 423 件 

３ 業務の一部停止命令（法人）の内容 

令和２年３月●日（命令の日の翌日）から令和２年９月●日までの間（６か月間）、特定商取引

に関する法律第２条第１項に規定する訪問販売に関する業務のうち、次の業務を停止すること。 

(1) 売買契約の締結について勧誘すること。 

(2) 売買契約の申込みを受けること。 

(3) 売買契約を締結すること。 

 

４ 業務の一部停止命令の対象となる不適正な取引行為 

不 適 正 な 取 引 行 為 
特定商取引に関する 

法律の条項 

勧誘に先立って、消費者に対し、「バイト以外にも稼ぐ方法がある。」、

「私がやっている投資に関するすごい人がいる。なかなか会えない。芸能

人が来るようなカフェで会わせたい。」などと告げるのみで、当該事業者

の名称、本件売買契約の締結について勧誘をする目的である旨及び当該勧

誘に係る本件商品の種類を明らかにしていなかった。 

第３条 

勧誘目的等不明示 



 

本件売買契約の締結について勧誘をするに際し、実際には、人工知能が

搭載されていないにも関わらず、「AI を利用したシステムに頼ることで、

属人的な判断を排除し勝率を上げている」、「AI が入った USB だから勝て

る」、「システムには人工知能が入っているから、だんだん強くなる。」な

どと、あたかも本件商品に人工知能が搭載されているかのように、本件商

品の性能について不実を告げていた。 

第６条第１項第１号 

不実告知（商品の性

能） 

本件売買契約の締結について勧誘をするに際し、複数日にわたり３時間

以上の勧誘を行うなど、長時間かつ執拗に消費者に対し迷惑を覚えさせる

ような仕方で勧誘を行っていた。 

第７条第１項第５号

省令(*)第７条第１号 

迷惑勧誘 

本件売買契約の締結について勧誘をするに際し、投資経験がなく、その

他特段の収入・財産もない学生に対して、難しい投資でリスクも高い取引

であるバイナリーオプションに関する本件商品を53万7,000円で販売して

おり、顧客の知識、経験及び財産の状況に照らして不適当と認められる勧

誘を行っていた。 

第７条第１項第５号

省令第７条第３号 

適合性原則違反 

本件売買契約の相手方に対し、本件売買契約に基づく債務を履行させる

ため、消費者が本件商品の購入資金を貸金業者から借り入れるに際し、奨

学金は借りていないことにすること、借入理由は車を買う必要があるため

とすること、実際の年収ではなく百何十万円とすること等と事実と異なる

理由や年収で申込するよう指示するなどして、本件売買契約の相手方の支

払能力に関する事項について虚偽の申告をさせていた。 

第７条第１項第５号

省令第７条第６号イ 

支払能力虚偽申告教

唆 

*省令：特定商取引に関する法律施行規則 

 

５ 指示（法人）の内容 

(1) 当該事業者は、業務停止命令を受けた違反行為の発生原因について、調査分析の上、検証し、

その検証結果について、業務停止命令の日から１か月以内に東京都知事宛て文書にて報告するこ

と。 

(2) 当該事業者は、違反行為の再発防止に向けた、再発防止策及び社内のコンプライアンス体制を

構築し、当該再発防止策及び当該コンプライアンス体制について、本件業務停止命令に係る業務

を再開する１か月前までに、東京都知事宛て文書にて報告すること。 

 

６ 業務禁止命令（個人）の内容 

対象者 業務禁止命令の内容 命令の原因となった事実 

●●●● 

令和２年３月●日（命令の

日の翌日）から令和２年９月

●日までの間（６か月間）、当

該事業者に対して訪問販売

に関する業務の停止を命じ

た範囲の業務を新たに開始

すること（当該業務を営む法

人の当該業務を担当する役

員となることを含む。）を禁

止する。 

 

当該事業者の設立当初から同社の代表取締役を務

めており、同社において、本件売買契約に係る勧誘

方法について指示を行っている上、商品管理、同社

が訪問販売を実施するための組織編成、営業員に対

しての人事について最終決定権を有していたもので

あり、本件売買契約に係る訪問販売業務全般を監督・

指導する立場にあり、当該業務の停止を命ぜられる

業務の遂行に主導的な役割を果たしていた。 

●●●● 

当該事業者の設立当初から同社の取締役を務めて

おり、同社における営業責任者として、営業行為全

般を統括し、営業員に対して営業行為に関する具体

的な指示等を行っている上、人事権についても、同

社の代表取締役である前田朗と共に最終決定権を有



 

していたものであり、本件売買契約に係る訪問販売

業務全般を監督・指導する立場にあることから、当

該業務の停止を命ぜられる業務の遂行に主導的な役

割を果たしていた。 

 

７ 今後の対応 

(1) 業務停止命令及び業務禁止命令に違反した場合は、行為者に対しては、特定商取引に関する法

律第 70 条の規定により、３年以下の懲役又は 300 万円以下の罰金又はこれらを併科する手続き

を、法人に対しては、同法第 74 条の規定に基づき、３億円以下の罰金を科する手続きを行う。 

(2) 指示に基づく検証結果について、令和２年４月●日までに都知事宛てに報告させる。 

(3) 指示に基づく再発防止策及びコンプライアンス体制の構築について、令和２年８月●日までに

都知事宛てに報告させる。 

(4) 指示に従わない場合には、同法第 71 条の規定により、行為者に６月以下の懲役又は 100 万円

以下の罰金又はこれを併科する手続きを、法人に対しては、同法第 74 条の規定に基づき、100

万円以下の罰金を科する手続きを行う。 

 

  



 

 参考資料  

（事例１） 

平成 30 年 11 月、大学生甲は、高校時代の友人Ａ（営業員）から久しぶりに連絡を受け、都内の遊

技場で会ったところ、「バイト以外にも稼ぐ方法がある。」、「バイトで稼いだお金を増やす方法がある。」

などと聞かされた。12 月に入るとまたＡから「稼ぐ方法を詳しく教えるから。」と連絡があり、都内

の飲食店で、生涯年収より生涯支出の方が多いという話やバイナリーオプション取引のことを説明さ

れたあと、「このシステムを販売している、すごい人に会わせてあげる。」と誘われた。このときＡか

ら、事業者の名称や本件商品を購入しなければならないことについての説明は一切なかった。 

その後も何度も連絡があり、Ａが「すごい人」と呼ぶＢ（営業員）に会うよう誘われた。甲は、こ

れまで投資の経験も知識もなかったが、少し興味を持つようになり、Ａの誘いを受入れることにした。 

平成 31 年３月、甲はＡと二人で都内の喫茶店に行った。そこでＡは、「システムには人工知能が入っ

ているから、だんだん強くなる。」、「過去のパターンの分析もＡＩがするから、勝てるシステムなん

だ。」、「だから高い、車１台分くらいの価値がある。」、「システムを使えば、70～80 パーセントの確率

で勝てる。」などと説明した。甲は、自分に知識がなくても、ＡＩが判断してくれるから高い確率で勝

津ことができ、安定的に利益を出せるのだろうと魅力を感じた一方で、車１台分とは、いったいいく

らするんだろうと思った。また、ＡはＢのことを投資で稼いでいるすごい人で、いろいろなセミナー

で講演することもある忙しい人だと言ったので、甲は、これから投資のプロの人に会うのだと思った。 

その後、甲とＡは、Ｂに会うために都内のホテルのカフェに行った。同店でＢは、「これはバイナリー

オプションという投資で稼ぐやり方」、「それがこのＵＳＢに入っている。」、「金額は 53 万 7,000 円」

などと説明した。Ｂと別れたときには通算して３時間以上たっており、甲は、ずいぶん長い時間、勧

誘を受けたと感じた。 

甲は、Ａから人工知能を使ったシステムで稼いでいるとは聞かされていたが、高額な本件商品を購

入する必要があるということはこのとき初めて知った。また甲は、どういうシステムなのか興味があっ

て話を聞きに来ただけだったし、当時のバイト月収は10万円くらいで貯金も10万円程度だったので、

本件商品は高額でとても買うことはできないとＡに伝えた。Ａは、「足りない分は学生ローンで借りれ

ば大丈夫」、「自分も学生ローンで借りた。」、「このシステムがあったからすぐ返せた。」などと言って、

貸金業者からお金を借りて本件商品の購入資金を用意することを勧め、過去にお金を借りた経験もな

かった甲の不安を見透かしたように、信頼できる先輩を紹介するから一緒に話を聞こうと誘ってきた。 

翌日、甲は、ＡとともにＡが「信頼できる先輩」と呼ぶＣ（営業員）に会った。Ｃからは、お金を

借りる理由を「留学と英会話スクールに通うため」と言うよう指示され、さらに、「アルバイトの収入

は 13～15 万円程度と書いた方が通りやすい。」、「奨学金は借りていないことにして。」などと言った。

甲は、これまでローン会社でお金を借りたこともなかったし、嘘の理由で借りるように指示されて、

ますます不安に感じた。甲は、「システム使って稼げるなら、Ａがお金貸してよ。」と言ったが、Ａは

渋って貸してくれなかった。甲は、仕方なく、学生ローン２社で、指示されたとおりに申込みをして、

合計 45 万円を用意した。それでも足りない分については、学資の足しにと貯金していた定期預金を解

約して、本件商品の購入資金を揃えた。 

その翌日、Ａと一緒に都内の喫茶店で契約担当のＤ（営業員）と会った。Ｄは、「確認項目の中で『い

いえ』に該当するものが一つでもあれば売買契約できない。」と言ったので、甲は、無理な借入れをす

ることがなかったかという項目など、「いいえ」と思うところはいくつもあったが、「いいえ」を選ぶ

わけにはいかないと思った。甲は、Ｄから早口で説明されて、確認書にチェックしたあと契約書にも

サインをし、現金 53 万 7,000 円をＤに手渡し、本件商品を受取った。 

その後、甲はインターネットで事業者のことを検索し、同じような勧誘方法で被害にあった人がた

くさんいることを知り、契約を解除することにした。 

 



 

（事例２） 

平成 31 年２月、大学生乙は友人Ｅ（営業員）とＳＮＳのやり取りをしていた時、突然Ｅから「稼げ

る方法を教えてもらった。」、「投資を教えてもらった。」など投資で利益を出したことや、投資の

方法を教えてくれる人の話を聞きたいかとメッセージが来た。乙はＥがやっている投資に興味を持っ

たので話を聞きたいと答えた。Ｅからは事業者の名称も本件商品に関する話も一切なかった。 

同年３月夕方、乙はＥと都内の喫茶店に行った。Ｅは話を聞く前に時間があるからと言って人生に

必要な総資産の概算などについて説明をし、投資の必要性について話してきた。ほかにも雑談のよう

な話はしたが、このときもＥから事業者の名称や本件商品に関する話はなかった。１時間以上経って

Ｅに連絡がきて、別のカフェに移動した。カフェに入る前にＥと同じ投資をやっているというＧ（営

業員）を紹介された。Ｇとはその場で軽く挨拶をした程度で別れた。 

カフェに入るとＦ（営業員）が乙とＥを待っていた。Ｆは事業者名とバイナリーオプションの説明

をしたうえで、「ＡＩを利用したシステムに頼ることで、属人的な判断を排除し勝率を上げている。」、

「勝率 70 から 80 パーセントを実現している。」、「このシステムが入ったＵＳＢが 53 万 7,000 円

だ。」などと本件商品の機能や価格について説明をした。勝率を説明する際に、年間の資金の増減の

推移をグラフにしたという表を見せられ、Ｆは「このシステムを使った場合の資金の推移だ。」など

と説明した。その表は上下はあるものの右肩上がりのグラフになっていて、最終的に資金は増えてい

た。乙は投資の話が高額な本件商品を購入して行うものだったとは思っていなかったので驚いたが、

Ｆの説明から本件商品を使用すれば、ＡＩが上昇か下降を判断して勝率を上昇させてくれると感じた。

また、１時間以上Ｆから投資の話を聞いて洗脳されたような状態になり、本件商品を購入して早く始

めた方が良いのではと考えた。ただ、乙は 50 万円以上のものを購入できるほどの貯金はなく、アルバ

イトで月８万円くらい収入はあったが、それは生活費等に使うもので、すぐ本件商品を購入する気に

はならなかった。乙が高価なためすぐには手が出せないことを言うと、Ｆからは「高額と感じるかも

しれないけど、さっきの推移見たでしょ。」、「もし乙君が購入したら、６万円はＥに紹介料として

振り込まれるから。」などと言われた。乙はその場では購入の即断ができなかったので答えは保留し

て、Ｅとカフェを出た。カフェを出ると午後９時ごろになっており、Ｆから説明を１、２時間受けた

ことや、Ｆに会うまでに１時間以上待たされたので、説明が終わったあと乙はとても疲れを感じた。 

Ｆの説明が終わり乙は帰ろうと思ったが、「Ｇがまだ近くにいるから話をしよう。」とＥに連れら

れてファミリーレストランでＧと会った。乙がＦと話をしたと聞くと、Ｇは、「ＵＳＢを売ってもら

えるんでしょ。」、「早く始めたほうがいいよ。」などと、本件商品の購入を勧めてきた。Ｇは自身も

Ｅもほかの者も学生ローンで借りて購入していること、投資で稼ぐことができるから半年くらいで借

金を返済できたことを話した。また、Ｇは学生ローンの借り方を教えてくれると言った。 

後日、乙はＧの案内でローン会社に向かった。Ｇから借入れ理由は車を買う必要があるためとする

こと、年収は実際より多い百何十万円とすることを指示された。乙は、事実ではない理由や年収で申

請することに不安を感じたが、Ｇから「それでもやらなきゃ。」、「すぐに返済できるから問題にな

らない。」などと言われ、抵抗があったが言われたとおり申請をして 30 万円を借入れた。 

同日、Ｅの案内で都内のファストフード店で契約担当者のＨ（営業員）に会った。Ｈから確認書面

を提示され、「一つでも「いいえ」にチェックがあるとＵＳＢを購入することはできない。」などと

言われた。乙は、本当は「いいえ」だと思うところがあったが、Ｈは確認書面をとても早口で読み上

げ、自分で考える前にチェックを入れた。また、一つでも「いいえ」にチェックを入れるとＵＳＢを

購入できないと聞いていたので、事務的に「はい」へチェックを入れるしかなかった。そしてＨは、

契約書の内容も早口で読み上げ、乙に署名を求めてきたので、乙は署名をして代金 53 万 7,000 円を

支払った。 

乙は本件商品を使用して投資を始めたが損失が続いた。Ｇに相談すると、営業員や本件商品購入者

が集まるミーティングに参加するよう言われ、それでも損が続くと、しばらくして資金集めをしない



 

かと誘われるようになった。資金集めは、知人を勧誘して契約させれば６万円を入手できるというも

ので、その方法は、乙がＥやＧから受けた勧誘と同じ方法だった。 

 

（事例３） 

平成 31 年２月、大学生丙は、自身のＳＮＳに高校時代の同級生だったＩ（営業員）から「近々会っ

て話そう。」というメッセージが届いたのを見て、Ｉと久しぶりに会えると楽しみにしていた。数日後、

丙のＳＮＳに、Ｉから学校の件で相談したい旨のメッセージが入り、２週間後に会うことになった。 

約束の日、丙は都内の飲食店でＩと夕食をとりながら、お互いの大学の話や悩み事を話していたと

ころ、Ｉが「映画を見ながらパソコンを操作するだけで儲かる仕組みがあって、それをやっている。」、

「その仲間との飲み会やイベントも楽しい。」、「月に 30 万円くらい稼いでいる。」、「絶対に損はしな

い。」と投資の話を始めた。丙は、学校以外に人脈を増やせるのは楽しそうだと感じていた。Ｉはさら

に、同じ高校の仲間も参加しているから一緒にやろうと誘い、丙のアルバイトの状況や収入、貯金に

ついて聞いてきた。丙は不思議に思いながらも素直に回答し、その日は夕食後に解散した。 

１週間後、Ｉから電話があり、「私がやっている投資に関するすごい人がいる。なかなか会えない。

芸能人が来るようなカフェで会わせたい。」と言われた。丙は投資の知識も経験もなかったが、Ｉの熱

心さに負けて、２週間後に２日間予定を空けてその日に会うことを約束した。 

約束の日の午後２時に待ち合わせをして、近くの喫茶店に入ると、Ｉは丙に対して突然、生涯賃金

や将来かかってしまう費用などへの不安について講座のような話を始めた。午後４時ころになって、

すごい人に会えるからと、Ｉは近くにある高層ビルのカフェで、丙とＪ（営業員）を引き合わせた。

Ｊは、用意していた表を見せながら、「これはバイナリーオプションという投資で稼ぐやり方です。」、

「矢印の動きを見るだけだから、経験がなくても大丈夫。」などと話し、「バイナリーオプションは難

しい投資でリスクも高い。私たちが使っているシステムはＡＩを構築できる金融系の投資に詳しい人

が作ったもの。ＡＩが入ったＵＳＢだから勝てる。」と説明した。 

その後、事業者名と自分の名前を名乗り、本件商品について「53 万 7,000 円で販売している。丙が

購入する場合、会社からＩにお金を渡すことになっている。」と丙に告げた。丙は、Ｉがやっていると

いう投資に本件商品が必要だということを初めて知り、53 万 7,000 円は高いと感じた。また、Ｉが丙

をＪに紹介したのは、紹介料が目当てなのかとも思った。このとき丙は、親からもらった貯金があっ

たので、購入してすぐにクーリング・オフすればいいと考え、話を聞くだけ聞いていた。 

Ｊと別れ、二人で食事をしていると、Ｉは「ＵＳＢを買うお金はあるか。」、「バイトに登録している

か。」などと聞いてきた。丙が貯金があると伝えると、Ｉはお金の話をやめ、別れ際「投資を始めるか

らパソコンを買おう。」、「明日現金を用意しておいて。」と言った。丙は長時間の話に疲れていた。 

翌日の昼すぎ、丙は現金を用意してＩと待ち合わせると、アウトレットのパソコンを購入するよう

促された。購入後別の場所に移動すると、Ｉの投資仲間と合流して食事をとり、午後６時近くになっ

て、契約担当者Ｋ（営業員）と会うため場所を移動した。午後６時半ころにＫが現れ、契約書と確認

書と呼ばれるものを示し、「確認書の項目を読み上げるので、『はい』のほうにチェックを入れてほし

い。一つでも『いいえ』があると契約できないからね。」と言って早口で確認書を読み上げ始めた。 

丙は、「いいえ」だと思う項目もあると思いながら、その場の雰囲気に押され、すべて「はい」に

チェックを入れた。契約書にサインをして現金 53 万 7,000 円を渡すと、Ｋから本件商品が渡され、契

約が終了した。丙は、２日続けて昼過ぎから夜までの長時間勧誘されたことに、ひどく疲れを感じて

いた。 

翌日、同じく本件商品の契約をしたという友人と連絡を取っているうちに、やはり解約したいとい

う意思が強くなり、解約するために消費生活センターに相談した。 

  




